
日時：2026年11月21日（土曜日）14:00-15:00

場所：済生会中津病院 会議室

対象：訪問看護師、セラピスト等

定員：約40名

申込方法(メール)：soudan@nanairo7.com
申込締め切り：前日（12時まで）

講師：松尾 千恵美 アルモ訪問看護ステーション

（脳卒中リハビリテーション看護認定看護師、

日本摂食・嚥下リハビリテーション学会認定士）

〈研修目的〉
在宅療養者に対して、安全に「食べる」「話す」機会を維持・向上

させるために、看護師が実践可能な言語療法及び

嚥下リハビリテーションの基礎知識と具体的介入方法、

多職種連携へ繋げる視点をお伝えします。

〈研修内容〉

・嚥下機能の基礎知識（嚥下のメカニズム）

・在宅で実施できる嚥下評価方法（RSST、水飲みテスト）

・間接嚥下訓練（口腔運動、発声訓練、シャキア訓練）

・直接嚥下訓練と食事の工夫（姿勢、食形態、食事ペース）

・看護師の役割と多職種連携

訪問看護で実践する言語療法・
嚥下リハビリテーション研修

令和8年度大阪府訪問看護実践研修事業

教育ステーション事業 市北ブロック なないろ訪問看護ステーション

問い合わせ先
なないろ訪問看護ステーション
TEL：06-6928-7707

担当者：市來・下村・長谷川
当日連絡先：090-8463-8144(ユニケア大渕)
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